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1.　は じ め に

韓国の栄山江流域における古代社会の実態を解明するため、今まで多角的な調査と研究
が行われてきた。従来の研究は、巨大な墳丘からなる全羅南道羅州市にある潘南（バンナ
ム）古墳群の造営集団の性格に関する問題に集中してきた。とくに、栄山江流域で確認さ
れた独特の文化要素である大型甕棺を埋葬施設として使用した古墳の築造集団や性格が、
論議の中心であった。
初期には、栄山江流域古墳の発掘調査を遂行した日本研究者を中心に、墳丘の一部の特
徴と遺物を日本の場合と比較して、栄山江流域の古墳を ｢倭人の墓｣と理解する意見があっ
た（朝鮮総督府 1920、有光教一 1940）。しかし、この問題について韓国人による発掘調査
が本格的に行われ、百済という大きな枠のなかで論議されながらも、「甕棺古墳」を ｢馬
韓｣ と結び付けようとする論議が台頭していた（李榮文 1974、成洛俊 1983）。さらに、甕
棺古墳が馬韓の墓制である認識が一層強くなりつつ、百済とは異なる独立的な政治集団の
墓とする見解も登場した（崔夢龍 1987・1988、林永珍 1997）。それとともに、馬韓という
歴史的用語を使わず、｢甕棺古墳社会｣ という用語を作ることによって、独自性をより強
調する論議も提起された（姜鳳龍 1998）。 

栄山江流域に甕棺古墳を築造した社会を、百済とは異なる独自の政治集団と規定しなが
らも、その内部の社会構造を分析し始めたのは、最近のことである（成洛俊 1996、李正
鎬 1999、李暎澈 2001、金洛中 2009）。それにも関わらず、栄山江流域の百済併合の時期
についても論争が続いている。
最近になって、全羅南道高興郡の雁洞（アッドン）古墳（林永珍 2011）、新安郡のベノ

ル里古墳（李正鎬 1999）など、栄山江流域に前方後円形古墳が登場する以前の倭系要素
をもつ墓が発見されている。とくに、栄山江流域の中心地域に位置する霊岩県の沃野里
（オッヤリ）方台形古墳（国立羅州文化財研究所 2012）もその 1つとして、伽耶と倭系の
要素が確認された。これらの遺跡の発見を通して、栄山江流域の在地集団は、すでに伽耶
と倭をはじめとする外部世界との文化的接触を持続的に推進してきたことがわかる。この
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ような現状は、4世紀代の日本列島において栄山江流域の遺物がしばしば出土しているこ
とからも確認できる。
本文では、最近の栄山江流域における調査および研究の成果を中心として簡単に紹介し、
これからの研究方向について考えてみたい。

2.　栄山江流域の最近の調査成果

（1）　羅州・伏岩里遺跡の発掘調査

羅州・伏岩里（ボガムニ）遺跡の発
掘調査（国立羅州文化財研究所 2010・
2011a）は、全羅南道羅州市多侍面伏
岩里 874-7番地一帯に対する発掘調査
として、伏岩里古墳群（史跡第 404号）
とその築造勢力の性格を解明し、栄山
江流域の古代文化の性格を解明するた
めの基礎資料を確保することを目的と
して、2006年から国立羅州文化財研
究所が推進してきた（図 1）。
羅州・伏岩里古墳群は、1995年と

1996年に全南大学校博物館によって
調査が遂行されたことで確認された。
当時には 1、2号墳の間に位置する甕
棺墓と周溝、1号墳の石室などが検出
された。その後、1996年～1998年に
国立文化財研究所と全南大学校博物館
によって伏岩里 3号墳で全面的な調査
が遂行された。調査の結果、甕棺墓、
石槨墓、石室墳などの 41基の多様な
埋葬遺構と金銅製履（靴）、銀製冠飾、
装飾太刀などの多種多様な遺物が確認
された。そのような成果を通して、栄
山江流域の甕棺古墳社会が約 400年に
わたって固有の多葬伝統を維持しつつ
も、石室墳または石槨墓の新しい墓制
や外来文物の受容によって変化してい

図 1.　羅州・伏岩里遺跡全景（国立羅州文化財研究所 2010）

図 2.　伏岩里遺跡の周溝全景（国立羅州文化財研究所 2011a）

←伏岩里遺跡

← 3号墳

1号竪穴
↓

製鉄遺構
　　 ↓

4号周溝→
（硯出土）
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く過程が良く理解できるようになっ
た。とくに、伏岩里 3号墳 ’96石室墓（5

世紀後葉～6世紀前葉）の場合、石室
墳の内部に 4基の甕棺を安置したこと
は、土着甕棺墓の伝統を継続しながら
も、外来要素である石室墳を受容した
ことを、そして 5号横穴式石室墓から
は百済中央の政治的影響を意味する銀
製冠飾が出土し、6世紀中葉頃の百済
泗沘期の中央と地方との関係をよく示
している。
羅州・伏岩里古墳群の周辺地域（伏
岩里遺跡）に対する発掘調査は、古墳
の周辺で集落を確認して、伏岩里古墳
群の築造勢力の性格を解明するための
調査として開始されたが、2006年～2010年の調査では古墳の周溝 4基、溝狀遺構 1基、
炉跡 3期、竪穴遺構 10基等が確認された（図 2）。とくに、竪穴遺構の内部からは百済の
木簡を始めとする銘文土器、鉄滓などが出土した（図 3）。また、既存の伏岩里古墳群周
辺からも新たに周溝のみ残った遺構だが、甕棺墓が一緒に発見された。この古墳は、台形
墳丘墓として伏岩里古墳群の造成時期（3世紀中葉～7世紀前葉）の中でも 4世紀から 5

世紀頃に該当するものとして理解された。とくに、4号周溝（図 2）で出土した円筒形土
器は、伏岩里 2号墳下層から出土した円筒形土器と器形や大きさなどが類似するので、同
じ時期に存在した古墳と推定された。そして、伏岩里古墳群一帯には多数の台形墳が存在
したと見られ、方向に関わらず空間を積極的に活用していたと推定された。また、4号周
溝の埋土や遺物出土の様相から見ると、墳丘の水平あるいは垂直方向に拡張が行われたこ
とが推定できる。以上のような調査結果は、伏岩里古墳群の分布範囲と時期によって墳丘
造成と立地が変化した過程を研究する際に、貴重な資料として評価される。
また、4号周溝の南東部からは製鉄遺構と竪穴遺構が確認され、古墳群の外側に鉄生産

遺跡が存在したと判断される（図 2）。とくに、高温で形成された鉄滓と炉壁体などが確
認され、精鍊・鍛冶遺構と推定される。これは、湖南地方（全羅南・北道の総称）で従来
確実な製鉄遺構が確認されなかった古代製鉄関連の研究に対して、新たな転機をもたらし
てくれた。
また、何よりも重大な成果は、百済の一地方からはじめて木簡が出土したことである（1

号竪穴 : 図 3）。木簡として分類された計 65点の中の 13点からは墨書が確認され、太極
文様が描かれた木製品も 2点出土した（図 4）。国内で確認された木簡の中で最大で最長

図 3. 伏岩里遺跡の竪穴遺構全景（国立羅州文化財研究所
2010）

↑1号竪穴
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の木簡と、最初の封緘木簡、村
落文書の木簡などの多様な形態
と内容を含んでおり、6～7世
紀の栄山江流域を中心とする韓
国古代史研究にとって非常に重
要な資料として評価される。
最後に、｢官內用｣、｢豆肹舍｣

銘の銘文土器と硯、百済瓦片な
どが出土し、古墳群の周辺に百
済の地方官庁が設置され、文書
行政が行われていたことを確認
することができた。とくに ｢豆
肹｣ は、百済末期の栄山江流域の地方行政の中心治所である豆肹県が、伏岩里一帯に存在
したことを示す。すなわち、木簡の内容や他の出土遺物から見ると、6世紀中葉から羅州・
伏岩里一帯は百済中央との密接な関係の中で地方行政の中心地として機能していたことが
推定できる。

（2）　霊岩・沃野里方台形古墳の発掘調査

霊岩・沃野里「方台」形古墳（第 1号墳 :「方台」は韓国の古楽器を支える角錐台形の
器具）は、沃野里の長洞集落の後方、海抜 15 m内外の低い丘の頂上に立地する（写真 5 : 

国立羅州文化財研究所 2012a）。霊岩地域には、內洞里（ネドンリ）古墳群、沃野里（オッ
ヤリ）古墳群、萬樹里（マンスリ）古墳群、臥牛里（ワウリ）甕棺墓、內洞里双墳、新燕
里（シンヨンリ）古墳群、ジャラボ
ン古墳など、49群 187基の古墳が
散在し、古代社会においては政治的
に中心的な位置を占めていた。この
中で霊岩・沃野里方台形古墳は、墳
丘の規模が約 30 mの大型であるだ
けでなく、単独で存在しており、以
前から古墳の正確な規模や形態、そ
して構造に関する疑問があった。
そこで、古墳周囲の毀損を防止し、
古墳の性格を明かにして、整備およ
び復元の基礎資料を確保する目的
で、2009年～2011年にかけて発掘

図 4.　伏岩里遺跡出土木簡（国立羅州文化財研究所 2010）

図 5.　霊岩・沃野里方台形古墳の全景（国立羅州文化財研究所
2012a）



37

栄山江流域の最近の考古学的調査の成果について

調査が実施された。
調査の結果、霊岩・沃野里方台形古墳
は栄山江流域ですでに調査された古墳と
比べて、クモの巣狀の分割盛土技法や墳
丘とともに構築された墓坑の存在を通し
て、石室の同時築造、そして石室壁面の
木柱設置などの独特な特徴を見せている
（図 6、7）。何よりも、栄山江流域の古
代社会において周辺地域との文化交流の
様相を探究できる重要な位置を占めてい
る。

（3）　羅州・五良洞窯跡の発掘調査

羅州五良洞（オリャンドン）窯跡（史
跡第 456号） は、2001年に東新大学校
文化博物館によって発掘調査されて以
後、栄山江流域の三国時代の大型甕棺生
産集団の研究において重要な遺跡として
評価されてきた。しかし、発掘調査が一
部地域に制限されたため、この遺跡が大
型甕棺を専用に焼成した窯なのか、それ
とも土器窯なのかに関する学術的究明が
長らく提起されてきた。したがって、羅
州・五良洞窯跡の性格究明と栄山江流域
における古代勢力の生産および流通過程
の復元に必要な基礎資料を確保する目的
で、2007年から中・長期調査の計画を
立て、年次的な発掘調査を進められてい
る（国立羅州文化財研究所 2011b）。

2011年まで 5次わたる発掘調査の結
果、窯 33基、窯廃棄場 1基、作業場 1

基と墳墓遺跡 10基が確認された（図 8）。
この中で窯 8基と廃棄場、作業場、墳墓
遺構 10基、竪穴・溝狀遺構などの 25基
に対して発掘調査が行われ、多量の甕棺

図 6.　霊岩・沃野里方台形古墳の石室墓全景（国立羅州文
化財研究所 2012a）

図 7.　霊岩・沃野里方台形古墳の第 1号甕棺墓（国立羅州
文化財研究所 2012a）

図 8.　羅州・五良洞窯跡遺構配置図（国立羅州文化財研究
所 2011b）
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片と土器片などの遺物が出土した。その
結果、窯は栄山江流域に甕棺墓が盛行し
た時期に大型甕棺を焼成した窯跡である
ことが確認された（図 9）。とくに、5号
窯の灰原から全体の 1/3程を残した状態
で大型甕棺の破片が出土し、大型甕棺の
焼成に利用された窯であることをより具
体的に明らかにする資料が確保された。
これまでの調査結果から見ると、この遺
跡の一帯に 5世紀から 6世紀初頭にかけ
て大規模な大型甕棺生産集団が存在した
と判断される。また、窯を一部破壊して
造成された墳墓は、6世紀中葉以後の年
代に該当するので、窯の操業時期はそれ以前であったことがわかる。

3.　栄山江流域の古墳の特性と甕棺墓

（1）　栄山江流域の古墳についての諸見解

栄山江流域で甕棺古墳を構築した社会が百済に編入された時期については、これまでは
『日本書紀』神功紀の記録に基づいて、4世紀後半の百済近肖古王代であると推定されて
きた（李丙燾 1970、李基東 1987、盧重国 1987）。しかし、栄山江流域では 4世紀後半以
後に甕棺古墳の造成が続き、その規模がむしろ大きくなるなど、より発展する様相が確認
された。それによって、栄山江流域が百済に編入された時期についていろいろな説が提起
されただけでなく、甕棺古墳を築造した勢力についても馬韓諸小国の支配層であるとか（成
洛俊 1983）、さらに 5世紀末まで栄山江流域は百済の直接支配を受けなかったという見解
（李道学 1995）も提起された。甕棺古墳社会の性格については、古代複合社会（崔盛洛 

1996）や、政治的統合が達成された段階（朴淳発 2000）として考える意見がある一方、
甲冑や武器類が見られないことから、武力的な要素が弱く、統合の程度も低かったという
意見も提起された（表 2 : 金洛中 2009）。
そして、栄山江流域が百済と対立する独立的政治勢力として存在したかについても、い
ろいろな意見が提起された。栄山江流域が百済に征服された以後も、百済が全領域に対し
て統一された支配網を構築することが困難であったとする見解があり（李基東 1996）、栄
山江流域の甕棺墓を馬韓の盟主国である目支国の首長墓であるという見解も提起された
（崔夢龍 1986）。また、百済の影響圏外で独自の政治集団に成長した馬韓勢力として、百
済が懐柔の目的で提供した金銅製冠、金銅製靴などの威信財が出土した地域は、百済の直

図 9.　羅州・五良洞窯跡 1～3号窯跡全景（国立羅州文化財
研究所 2011b）
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表 2.　栄山江流域の古墳の変遷（金洛中 案 : 金洛中 2009）

墓制/時期 250　　　300　　　　　　　　 　400　　　　　　　　 　500　　　 　　　　　　600

埋葬
施設

木棺

甕棺

石室

代表的な
墳形 台形 円台形

方台形
前方後円形
円形
方台形

円形
半球形

墳丘
規模

高
中
低

墓制の
特徴

木棺
1・2型式の甕棺
複合台形墳 I・II型式
台形・多円形甕棺

木棺（郭）
3A型式甕棺の出現
複合台形墳 III型式
墳丘の円形・方形化

3B型式
甕棺の盛行

3B型式
甕棺の存続
I型式横穴
式石室

II・III型式横穴式石室
の流行
銀製冠飾
装飾大刀

副葬
品

土器
I～II期
汎馬韓様式（円底短肩
壺、二重口縁壺など）

III～Ⅳ期
栄山江流域様式の成立

V期
栄山江流域
様式の盛行

VI期
栄山江流域
様式の絶頂

VII～VIII期
百済様式への転換およ
び一元化

金属
製品

1期
小型農具、鉄釘、環頭大刀を始めとする小型の
武器

2期
武器類の増
加
装飾性威信
財

3期
副葬品種類
の急増
装飾馬具類
の登場

4期
副葬量が減少し、百済
の官位制と関連する銀
製冠飾など身分表象品、
棺材類の出土

段階
複合台形墳 高塚

百済式石室墳複合台形墳 1
（木棺中心）

複合台形墳 2
（木棺甕棺並立）

甕棺墳
（高塚）

初期
石室墳

表 1.　栄山江流域の古墳の変遷（林永珍 案 : 林永珍 2011）

区分 紀元前後～2C末 2C末～4中葉 4C中葉～5C末 5C末～6C初め

方形木棺墳丘墓 　　　　　　　　　　　　 　 　　
台形木棺墳丘墓 　　　　　　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　

（長）方形木棺墳丘墓 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　　　　　 　 　 　

円（台）形石室墳丘墓
鼓形石室墳丘墓 　 　 　  　　　　　　

墳丘規模 低墳丘（低墳丘墓） 中墳丘（墳丘古墳） 高墳丘（墳丘高塚） 高墳丘（墳丘高塚）
墳丘形態 方形 台形 （長）方台形 円（台）形

中心埋葬主体 木棺 木棺 専用甕棺 石室
埋葬方式 単葬─多葬 多葬（水平的） 多葬（垂直的） 合葬

祭祀（周溝内） 未詳 小規模 盛行 衰退
分布の特徴 多地域に散在 多核中心圏 多核階層化 多核階層化の弛緩

社会統合度 （小国）分立 圏域別統合
（圏域別中心地）

流域別統合
（大中心地の登場）

統合弛緩
（圏域別部中心）

変遷の背景 墳丘墓の波及
百済の建国と
併合による
圏域別結集

百済の併合による
栄山江流域圏の
統合対応

百済の泗沘遷都に
連係された併合
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接統治が困難な独自の勢力で
あったという見解もある（表
1 : 林永珍 1997、2010、2011）。
また、甕棺古墳の高塚化、
円筒形土器の使用、副葬遺物
の変化とともに前方後円形墳
の登場は、栄山江流域の甕棺
古墳社会と百済との関係を探
究する際に、重要な要素とし
て認めることができる（李正
鎬 2012）。とくに、栄山江流
域で新たに登場した前方後円
形墳と初期の橫穴式石室につ
いては、様々な見解が提起さ
れてきた（図 10）。前方後円
形墳の出自については、移民
説、倭系百済官僚説、在地集
団説に大きく分けられる。
移民説は、栄山江流域の集

団が日本の九州地域に移住し
た後、帰郷、婚姻、または亡
命によって栄山江流域に再移
住した際に、前方後円形墳を
築造したという説である（林
永珍 1997a、2002、2005）。
このような側面から、栄山江流域が『宋書』倭国伝の慕韓地域に当たると想定し、5世
紀後半に日本列島内外の変革によって九州の諸勢力が栄山江流域へ大挙移住した後、前方
後円形墳を作ったという説もある（東潮 1995、2001）。一方、栄山江流域の前方後円形墳が、
橫穴式石室、立地、墳形、墳丘祭祀、羨道および墓道の遺物副葬などにおいて、日本の九
州地方の埋葬方式と類似することから、栄山江流域に定住しながらも百済中央政府の支配
を受けた倭人によって築造されたと考える見解もある（洪潽植 2005）。また、日本の近畿
地方で栄山江流域と関連する遺物が出土することから、近畿地方へ移住した馬韓人が東城
王の帰国とともに帰郷し、栄山江流域へ配置されて前方後円形墳を築造したという見解も
提起された（徐賢珠 2007）。
一方で倭系百済官僚説は、栄山江流域が 4世紀後半以来、百済に服属したので、前方後

図 10.　栄山江流域の前方後円形墳の分布図（金洛中 2009）
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円形墳を築造した勢力が、栄山江流域の土着勢力を牽制するために、百済の中央政府から
派遣された倭系百済官僚であったと見る説である（朱甫暾 2000）。このような脈絡によっ
て、栄山江流域における前方後円形墳の偏在性、散在性、非継続性、短期性から見た場合、
前方後円形墳の築造勢力が栄山江流域に対する領有化政策の一環として倭国から移住した
倭系百済官僚であったという見解も提起された（山尾幸久 2001）。また、以上の見解をさ
らに発展させ、栄山江流域の前方後円形墳は周辺の在地首長とは関係なく突然出現したの
で、その築造勢力が北部九州から有明海沿岸にかけて存在した複数の有力豪族であったと
考える見解も提起された（朴天秀 2006）。とくに、前方後円形墳は百済熊津期後半に限定
して築造されたこと、孤立して分散配置されたこと、そして百済の威信財が副葬されたこ
とから、前方後円形墳を築造した勢力が百済王権と倭王権の両者に属したまま土着勢力を
牽制し、対倭外交および大伽耶攻略のため、百済から一時的に派遣された倭系百済官僚と
して見た（朴天秀 2006）。
一方、栄山江流域の在地勢力が、すでに 4世紀後半から九州との交流を通じて前方後円

形墳を墓制として導入した、という在地説もいろいろと提起されてきた（小栗明彦 

2000）。また、6世紀まで百済領域に編入されず、百済、倭、伽耶と均等に関係をもちつつ、
倭との交流を通じて前方後円形墳を造営したという説もある（岡內三眞 1996）。そして、
百済に服属せず独自性を維持していた在地勢力が、5世紀後半～6世紀前半に九州地域と
の交流を通じて、墓制を導入したという説も提起された（土生田純之 1996、2000）。栄山
江流域の前方後円形墳は、百済-栄山江流域-九州勢力-倭王権を繋ぐ対外関係ネットワー
クが、百済-大和王権という双方向的な構造として再編される過程で生じた栄山江流域の
在地首長層の一時的な活動の産物だとする見解もある（朴淳発 1998、2000）。また、5世
紀後半に九州系の石室が日本列島の東海地方以西の各地域に伝播する過程のように、栄山
江流域の前方後円形墳の築造勢力も在地首長として捉える見解（柳澤一男 2001）や、栄
山江流域の在地首長層が当時の社会的変化に積極的に対処するための努力として前方後円
形墳を築造したという説もある（崔盛洛 2010）。前方後円形墳は、漢城（百済の最初の首都）
の陥落で百済の影響力が弱くなったことにより、栄山江流域の集団が百済、伽耶、倭の情
勢変化に対応して勢力を伸ばし、倭との交流過程で日本列島内の特定集団と相互連係を強
調するための象徴として、各地から取捨選択しながら築造したという説もある（金洛中 

2009）。
しかし、栄山江流域の墓制変化様相について従来と異なる視点を与えてくれる資料が、
つぎつぎ発見されている。栄山江流域で甕棺墓がもっとも発達した段階でも、古墳中心の
墓制に甕棺墓とともに、木棺あるいは木槨墓が共存する様相（霊岩・新燕里古墳群 4号墳、
霊岩・沃野里方台形古墳など）が確認されている。さらに、栄山江流域の甕棺墓の中心圏
から離れた地域では、非常に独特な墓制が現れる。海南郡の万義塚 1号墳からは百済、新
羅、伽耶、倭系の遺物が副葬された石槨墓が築造され、万義塚 3号墳からは百済様式の橫
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口式石室が築造された。このような点から見て、栄山江流域の甕棺古墳の中心地域でも甕
棺古墳が統一的な墓制として完全に確立できず、周辺地域では甕棺墓とまた異なる墓制が
登場する。また、新村里 9号墳、徳山里 4号墳を含む潘南古墳群の築造時期を 5世紀後葉
～6世紀前半頃と考える見解も提起された（徐賢珠 2007、吳東墠 2009）。これらの見解に
よれば、栄山江流域で甕棺古墳が定形化し、高塚化しつつ、中心的墓制として定着した時
期は、栄山江流域に新たな墓制が登場した以後であると見られる。そして、霊岩・沃野里
方台形古墳には墳丘の中央に橫口式石室を作り、墳頂部に円筒形土器を立て並べた様相が
現れたが、その墳丘には在地的な甕棺墓も共存する様相が現れた。さらに、墳丘や石室の
築造方法を含めて、出土遺物からも百済、伽耶、倭と関連づけることができる要素が確認
された。
以上のような最近の調査において、栄山江流域の在地的な要素とともに、百済、新羅、

伽耶、倭などの周辺地域と関連する様々な要素が時間差をおいて現れたり、または一緒に
現れる様相が確認されている。このような様相をどう解析すべきかについては、これから
より細かな検討が必要であろう。ただし、他の地域と違って栄山江流域が、墓制に関して
はかなり開放的な環境であったことは確かなようである（李正鎬 2012）。

（2）　栄山江流域における甕棺墓の変遷過程

甕棺墓とは、日常用の土器や棺としてだけ使う目的で製作された大きな甕の中に遺体を
安置したり、骨を入れておく墓のことをいう。韓半島では新石器時代に始めて現れ、朝鮮
時代の幼児葬に至るまで長い間使用されてきた埋葬風習である。とくに、栄山江流域では
3世紀頃から専用甕棺を使用した独特な甕棺古墳文化が、多葬の伝統とともに発達し、他
の地域との違いを見せている（図 11～13）。
栄山江流域における甕棺墓は、今までの研究結果によると、甕棺の形態や埋葬方式など

から、黎明期（鉄器時代～2世紀頃）-発生期（3世紀頃）-発展期（4世紀頃）-盛行期（5

世紀頃）-衰退期（6世紀半ば頃）という 5段階に変化している（図 14）。栄山江流域の初
期（黎明期）の甕棺墓は、中心的墓制である周溝を備えた土壙墓に付け足されたり、付属
的な墓として使用された（図 15）。
栄山江流域では紀元後 3世紀代（発生期）に入
ると、日常用ではなく、墓だけにもっぱら使用す
るための専用甕棺が登場する（図 16）。初期の専
用甕棺は、口縁部がラッパのように広がり、頸部
が狭く、胴部がまた広がるというように、部位ご
との屈曲がかなり大きい特徴がある。
紀元後 4世紀代（発展期）には、栄山江流域の

台形墳の墳丘で甕棺墓が木棺墓とともに中心的な
図 11.　光州・新昌洞遺跡出土の甕棺墓（国立

羅州文化財研究所 2012b）
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埋葬施設として確立し、甕棺
の形態も外反する口縁部と突
起がついた底部をもつ（図
17）。とくに、甕棺が中心的
な埋葬施設になり、墳丘が水
平に拡張されて大型化する傾
向を帯びる。
甕棺古墳が全盛期を迎えた
紀元後 5世紀代（盛行期）に
は、栄山江流域固有の地域色
を帯びた全長 2 mもある U

字型の専用甕棺が中心的埋蔵
主体施設として使用された
（図 18）。羅州・潘南地域を
中心に、墳丘が水平・垂直へ
拡張しながら大型化した。ま
た、もっとも典型的な U字形
甕棺が中心埋葬施設である新
村里 9号墳からは、金銅製冠、
金銅製履（靴）、装飾太刀な
どの威勢品が出土し、当時の
甕棺古墳の築造勢力の政治的
位相が推測できる（図 13）。

6世紀（衰退期）になると、
栄山江流域に百済の地方支配
体制が整備され、百済の領域に編入された。この過程で甕棺古墳は、古墳の中心的な埋葬
施設の位置を石室墳に譲り渡す。また、甕棺の形態も典型的な U字型から変形された形
態が登場した（図 19）。

4.　大型甕棺の製作技法の復元

栄山江流域の甕棺墓は、大型化、地上化されるなど、他の地域とは区別される独特な埋
葬風習と変化の過程を見せ、百済とは異なる独自の勢力の文化として理解されている。し
かし、ほとんどの研究は甕棺文化に対する政治社会的論議を中心に進められており、生産
遺跡や甕棺の製作技術などの調査・研究の成果に基づく、より細密な当時の社会文化への

図 12.　羅州・大安里バンドゥ古墳の甕棺墓（国立羅州文化財研究所
2012b）
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図 13.　新村里 9号墳の甲・乙・丙甕棺墓および出土遺物（国立羅州文化財研究所 2012b）

▲ガラス玉

▲新村里 9号墳の甲・乙・丙棺の出土状況 ▲新村里 9号墳の乙棺から金銅製
冠、金銅製履（靴）、装身具な
どの各種の遺物が大量に出土

▲新村里 9号乙棺の主棺と副棺

▲金銅製冠 ▲金銅製履（靴） ▲環頭太刀

▲鉄製刀子ほか ▲金銅製装身具ほか
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図 14.　栄山江流域における甕棺変遷時期ごとの甕棺墓遺跡の分布図（国立羅州文化財研究所 2012b）

黎明期

発生期

発展期

盛行期

衰退期
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接近の試みは、まだ不十分である。また、大型甕棺の製作技法においても、科学的分析が
併行されなかったため、資料解析に対する実際的なアプローチや検証作業は不十分であっ
た。
このような問題点を解決するために、国立羅州文化財研究所では 2008年から ｢大型甕

棺製作の古代技術復元プロジェクト｣ を推進している。この作業は、大型甕棺製作の技術
文化的側面の研究を通して、当時の社会文化に対するより直接的な接近を図ることを目的
にしている。したがって、当時の技術環境の復元のために、従来の研究成果と甕棺の実際

図 15.　栄山江流域における甕棺墓変遷段階「黎明期」の甕棺（国立羅州文化財研究所 2012b）

図 16.　栄山江流域における甕棺墓変遷段階「発生期」の甕棺と副葬土器（国立羅州文化財研究所 2012b）

図 17.　栄山江流域における甕棺墓変遷段階「発展期」の甕棺と （国立羅州文化財研究所 2012b）

▲丸底壺▲直口壺

▲



47

栄山江流域の最近の考古学的調査の成果について

図 18.　栄山江流域における甕棺墓変遷段階「盛行期」の甕棺と副葬品（国立羅州文化財研究所 2012b）

図 19.　栄山江流域における甕棺墓変遷段階「衰退期」の甕棺（国立羅州文化財研究所 2012b）

▲ と鉄器

▲羅州伏岩里 3号墳 ’96石室墓内の 2号甕棺

▲羅州伏岩里 3号墳 ’96石室墓内の 4
基の甕棺

▲羅州伏岩里 3号墳 7号甕棺▲羅州伏岩里 3号墳 6号甕棺

▲羅州伏岩里 3号墳 ’96石室墓内の 3号甕棺
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的観察（肉眼観察、3Dスキャン、CTスキャン、X線撮影）等の資料を確保かつ分析し、
これを実験考古学的方法と自然科学的分析を通して交差検証作業を実施した。
まず、大型甕棺に対する実際的観察と発掘調査に基づいて、甕棺の成形、乾燥、移動、

焼成実験などの一連の過程を模擬試験した（図 20）。また、その結果を参考して、甕棺復
元のための一連の作業を五良洞窯跡の発掘調査、大型甕棺の成分分析、製作実験などの細
部に分けて進行している。とくに、最近は大型甕棺を焼成する窯に関する復元実験を中心
にプロジェクトを進めている。

5.　お わ り に

栄山江流域の甕棺古墳は、独特な形態の大型専用甕棺を使用している点において、他の
地域と差別化される。そのような点で、栄山江流域の甕棺古墳の墓制としての特性を明か
すために、いろいろな調査と研究が行われてきた。最近では既存の甕棺古墳をより多角的
に探究できる資料が発見されている。栄山江流域における古代社会の実態を明確にするた
め、今後の課題については以下のようにまとめられる。

（1）　栄山江流域における古墳の築造過程についてはより精緻な検討が必要

最近、霊岩・沃野里方台形古墳（図 5）において分割盛土技法の墳丘築造方式が確認さ

図 20．大型甕棺の焼成実験の風景と復元された甕棺 （国立羅州文化財研究所 2012b）
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れたことを始めとして、古代古墳の築造過程に関する新しい資料が確認されている。これ
をきっかけにして、古墳の築造過程から古代土木技術とともにそこに内在する社会経済的
意味を明らかにさせる新たな契機が準備された。そして、羅州・伏岩里遺跡などでは、周
溝の垂直あるいは水平拡張についての新しい資料が発見され、周溝内部で円筒形土器が多
量に出土した古墳の構造と形態、築造方法についての新しい論議が必要になっている。

（2）　甕棺と甕棺古墳の編年についてはより綿密な研究が必要

甕棺と甕棺古墳に関する編年研究は比較的活発に行われてきた。これまでの編年研究は、
見解がほとんど一致しながらも、非常に大きい差を見せていた。たとえば、羅州・新村里
9号墳（図 13）の場合には、研究者によって 4世紀後半から 6世紀前半までの非常に多様
な編年観が提示されている。この古墳は、潘南古墳群において中心的位置を占めているだ
けでなく、それと橫穴式石室墳、そして前方後円墳との前後関係が、甕棺古墳社会に対す
る視角とともに、百済との関係設定にも相当な反響を呼び起こせるのである。したがって、
甕棺と甕棺古墳の編年体系に関する精密な検討が必要である。

（3）　栄山江流域における古代社会の構造と性格についての活発な論議が必要

これについては現在、大きく 3つの方向で論議が行われている。1つ目は、栄山江流域
の古代社会が統合した一つの政治体として発展したのか、それとも多数の小国形態として
維持されたのかについての論争である。2つ目は、栄山江流域の古代社会と百済との関係
設定に関する問題である。最後の 3つ目は、栄山江流域の古代社会をどのように呼称する
かという問題である。

（4）  大型甕棺窯やその付帯施設の発掘調査、そして大型甕棺の観察および成分分析を

通して、大型甕棺の流通網を究明し、大型甕棺の時期別・地域別特性と変遷過程

を明らかにすることが必要

また、大型甕棺の供給方式、埋葬施設としての使用および廃棄に関する多角的な調査と
研究を通して、甕棺を活用した古代の葬送儀礼を復元するべきである。そのためには、栄
山江流域の大型甕棺窯と甕棺古墳に関する考古学的調査・研究・実験に基づいて、GISを
活用した水系・道路網などの古代地形の研究を加えて、栄山江流域の甕棺古墳の立地と流
通網を復元すべきである。

今後、栄山江流域における古代社会の構造と性格をより明かにするためには、考古学と
他の関連分野間の融合研究が必要である。そして、従来の個別的な調査および研究を総合
化することができる研究方法論が開発されるべきである。そのような多様な試みを通して、
栄山江流域における甕棺古墳社会の実態により近づくことができるだろう。
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